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啓発事業アンケート結果

【項目別評定調書Ⅰ－（１）－②】

○北方領土問題教育指導者現地研修会

（本研修会への参加結果について） （主な意見・感想）

① 大変有意義だった 77.4%

② 有意義だった 16.8%

③ 有意義ではない 0.3%

④ どちらとも 言えない 0.3%

⑤無回答 4.8%

○北方領土問題教育委員会関係者現地研修会

（本研修会への参加結果について） （主な意見・感想）

① 大変有意義だった 93.2%

② 有意義だった 6.8%

③ 有意義ではない 0.0%

④ どちらとも 言えない 0.0%

⑤無回答 0.0%

○北方領土ゼミナール

（本ゼミナールへの参加結果について） （主な意見・感想）

① 大変有意義だった 79.4%

② 有意義だった 11.8%

③ 有意義ではない 0.0%

④ どちらとも 言えない 2.9%

⑤無回答 5.9%

○北方領土問題に関する全国スピーチコンテスト
（※）教育者会議審査員に対するアンケート結果

（学校現場における北方領土教育を促進するうえでの意義） （主な意見・感想）

① 大変有意義だった 72.7%

② 有意義だった 25.0%

③ 有意義ではない 2.3%

④ どちらとも 言えない 0.0%

⑤無回答 0.0%

○北方領土問題教育者会議全国会議

（本会議への参加結果について） （主な意見・感想）

① 大変有意義だった 54.0%

② 有意義だった 42.0%

③ 有意義ではない 0.0%

④ どちらとも 言えない 0.0%

⑤無回答 4.0%

現地に足を運ぶことによって、より問題解決への切実感が高まった。
実際に視察をすることで北方領土問題に対する考え方が変わった。３年間
を見通して授業づくりをする意義について納得した。子供達に伝えていき
たいと思う。
授業構成案づくり（ワークショップ）は、先生方の様々なアイデアを聞く
ことができて、大変良い内容であると思った。
この研修で得られた体験を、授業や様々な場面でできるだけ多くの方と共
有していき、北方領土に関する草の根活動を私も行っていきたいと感じ
た。

・
・

・

・

元島民の方の話や、授業実践を聞いて、教育委員会にできることがあると
思うようになった。
北方領土を実際に見たことは大変貴重な体験となった。北方領土の返還と
いう重要なテーマを教員や児童・生徒にしっかり伝えて行く必要があると
強く感じた。
百聞は一見に如かずとはこのことだと強く感じた。この「五感で感じる」
現地研修会を可能な限り開催していただき、学びや体験を各都道府県に持
ち帰り、周知できる形を継続できたらと思った。

・

・

・

北方領土の元島民の方々ならではの話や、学識者の今後の展望を踏まえた
話は北方領土問題を考える上でとても役に立った。
たくさんの異なる県から年齢も違う大学生が集い、問題にただ触れるだけではな
く語り部の方のお話をきいたり討論をしたり、本当に貴重な体験をさせていただ
いた。
全体的には、現地に行かないと体験できないことを多く経験させていただき、よい
成長の機会になった。

・

・

・

ミニ協議会で、他県の取り組みについて情報の共有、共通の課題を話せた
ことは大変ありがたかった。
各県の教育者会議の様子や関係機関とのつながり等を聞くことができて、
参考になった。
教育者会議の運営について様々なやり方があることがよくわかった。それ
を今後に活かして行きたい。

・

・

・

生徒たちのさらなる学びの動機ともなっている本コンテストであると思
う。
中学生が北方領土について、真剣に考え、自分ごととしてとらえていることが、よ
くわかった。
各中学生の北方領土に対する強い思いを直接、聞くことができる、素晴らしい内
容であった。
中学生の思いを同世代の若者が知る数少ない機会なので大切にしたい。

・

・

・

・
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啓発事業アンケート結果

【項目別評定調書Ⅰ－（１）－②】

○北方領土青少年等現地視察事業
（※）参加した青少年に対するアンケート結果

（参加して北方領土問題に対して関心が深まったか） （主な意見・感想）

①大変深まった 93.0%

②少し深まった 6.7%

③深まっていない 0.0%

④無回答 0.3%

【項目別評定調書Ⅰ－（１）－③】

○四島交流事業等使用船舶『えとぴりか』一般公開

（参加して北方領土問題に対する理解・関心が深まったか） （主な意見・感想）

①深まった 43.1%

②やや深まった 47.0%

③どちらとも言えない 4.8%

④あまり深まっていない 4.2%

⑤まったく深まっていない 0.4%

⑥未回答 0.5%

（※）四捨五入の関係から合計値は必ずしも一致しない。

北方領土問題について学校の授業等で内容は知っていたがさらに深めるこ
とができて良かったと感じた
パネル展示とともに船舶設備全般を回遊し見学できる工夫がされており楽
しく過ごせた
ニュースなどで北方領土問題を知ってはいたが、詳しいことは知らなかっ
た。今回パネル展示でちゃんとした知識を身につけることができた

・

・

・

学校などで発表する機会があれば、今回学んだこをと伝えて知らせていき
たい。

元島民の話を聞き、自分のことのように話を語り継いでいきたい。

若者という立場からSNS等を利用して積極的に情報発信していきたい。

・

・
・
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県民会議による県民大会、研修会・講演会等

○県民会議による県民大会等の実施状況

No. 都府県名 事　業　名 開催月日 参加者数
（※）

開催場所 派遣講師

1 青森県 北方領土について考える県民
のつどい

R6.2.13 100名 下北文化会館（むつ市） 山内　聡彦（元NHK解説委員）

2 岩手県 令和５年度北方領土返還要求
岩手県大会

R6.2.1 200名 陸前高田市民文化会館
（陸前高田市）

山田　吉彦（東海大学海洋学部
教授）

3 宮城県 第42回「北方領土の日」宮城
県七ヶ浜集会

R6.2.7 350名 七ヶ浜国際村（宮城郡
七ヶ浜町）

兵頭　慎治（防衛研究所研究幹
事）

4 山形県 第40回北方領土返還要求山形
県民大会

R5.11.30 91名 パレスグランデール（山
形市）

得能　宏（元島民色丹島出身）

5 茨城県 令和６年北方領土返還要求茨
城県民大会

R6.2.13 400名 取手市立市民会館（取手
市） －

6 栃木県 令和５年度（第42回）北方領
土の返還を求める県民のつど
い

R6.2.18 200名 コンセーレ大ホール（宇
都宮市）

－

7 埼玉県 第39回北方領土返還要求埼玉
県民大会

R6.2.14 45名 あけぼのビル（さいたま
市）

兵頭　慎治（防衛研究所研究幹
事）

8 千葉県 北方領土返還要求運動千葉県
民大会

R5.11.13 78名 ホテルプラザ菜の花（千
葉市）

元木 達規（外務省ロシア課）

佐々木 タヱ（元島民）

9 東京都 第41回北方領土の返還を求め
る都民大会

R6.1.30 200名 京王プラザホテル（新宿
区）

湯浅　剛（上智大学ロシア語学
科長）

10 神奈川県 第37回四島の記憶をたどって
北方領土返還要求運動神奈川
県民大会

R5.11.13 188名

（267名）

横浜情報文化センター情
文ホール（横浜市）※オ
ンライン配信

三遊亭　金八（元島民二世、落
語家）

11 新潟県 令和５年度北方領土返還要求
運動新潟県民会議県民大会

R5.7.22 40名 万代シルバーホテル（新
潟市）

三遊亭　金八（元島民二世、落
語家）

12 長野県 第43回北方領土返還要求長野
県民大会

R6.1.30 300名 駒ヶ根市赤穂公民館
（ホール）

名越　健郎（拓殖大学海外事情
研究所教授）

第41回北方領土返還要求富山
県大会

R5.8.26 200名 パレブラン高志会館カル
チャーホール（富山市） －

令和６年「北方領土の日」記
念大会

R6.2.3 200名 ボルファートとやま（富
山市）

石川　一洋（北方領土問題有識
者）

14 石川県 北方領土早期返還要求石川県
民大会

R5.8.21 350名 石川県地場産業振興セン
ター大ホール（金沢市）

岡部　芳彦（神戸学院大学教
授）

15 福井県 北方領土を考える県民のつど
い

R6.2.6 100名 パピリンホール（福井
市）

清水 保彦（外務省欧州局ロシア
課）

16 岐阜県 令和５年度北方領土問題を考
える岐阜県民のつどい

R6.2.11 60名 岐阜県庁（岐阜市） 石川　一洋（北方領土問題有識
者）

17 静岡県 北方領土返還要求静岡県民大
会

R6.1.19 150名 静岡市民文化会館（静岡
市） ―

18 愛知県 北方領土の返還を求める県民
のつどい

R6.2.10 80名 栄ガスビル栄ガスホール
（名古屋市）

岡部　芳彦（神戸学院大学教
授）

19 滋賀県 2024「北方領土の日」県民の
つどい

R6.2.8 400名 ピアザホール（大津市） 湯浅　剛（上智大学ロシア語学
科長）

20 京都府 北方領土返還要求第42回京都
府民大会

R6.2.10 130名 京都ガーデンパレス（京
都市）

山内　聡彦（元NHK解説委員）

21 大阪府 令和６年「北方領土の日」祈
念大阪府民大会

R6.2.7 1,100名 大阪市中央公会堂（大阪
市）

湯浅　剛（上智大学ロシア語学
科長）

22 兵庫県 令和６年「北方領土の日」記
念県民大会

R6.2.10 200名 アリストンホテル神戸
（神戸市）

山内　聡彦（元NHK解説委員）

23 奈良県 第38回奈良県民大会 R6.2.8 400名 奈良県コンベンションセ
ンター天平ホール（奈良
市）

小泉　悠（東京大学先端科学技
術センター講師）

富山県13
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県民会議による県民大会、研修会・講演会等

24 和歌山県 第43回北方領土返還要求和歌
山県民大会

R6.2.6 250名 ガーデンホテルハナヨ
ハナヨアリーナ（田辺
市）

山内　聡彦（元NHK解説委員）

25 鳥取県 北方領土返還要求運動鳥取県
民大会

R6.1.28 150名 ヴィレステひえづ　ヴィ
レステホール（日吉津
村）

岡部　芳彦（神戸学院大学教
授）

26 島根県 竹島北方領土返還要求運動島
根県民大会

R6.2.22 364名 島根県民会館（松江市） ―

27 岡山県 第42回北方領土返還要求岡山
県民大会

R6.2.8 200名 さん太ホール（岡山市）
―

28 広島県 第40回北方領土返還要求広島
県民大会

R6.2.2 200名 広島県民文化センター・
多目的ホール（広島市）

下斗米　伸夫（神奈川大学特別
招聘教授）

29 香川県 令和５年度北方領土の日関連
事業　みんなで知ろう！北方
領土

R6.2.24 150名 香川県社会福祉総合セン
ター（高松市） ―

30 高知県 ２月７日北方領土の日高知県
民集会

R6.2.3 150名 高知商工会議所（高知
市） ―

31 福岡県 令和6年北方領土返還促進福
岡県民集会

R6.2.24 167名 JR九州ステーションホ
テル小倉（北九州市）

―

32 佐賀県 令和５年度 北方領土返還要求
佐賀県民運動「北方領土返還
要求佐賀県民集会」

R6.2.4 500名 上峰町民センター　ホー
ル（三養基郡上峰町）

―

33 長崎県 令和６年北方領土返還要求長
崎県民集会

R6.2.9 250名 長崎県市町村会館（長崎
市）

山田　吉彦（東海大学海洋学部
教授）

34 大分県 令和６年北方領土返還要求大
分県民会議

R6.2.5 70名 ホテル日航大分オアシス
タワー（大分市）

石川　一洋（北方領土問題有識
者）

35 宮崎県 令和５年度「北方領土に幸せ
を！」北方領土返還要求宮崎
県民集会

R6.2.4 200名 都城市ウェルネス交流プ
ラザ（都城市）

―

36 鹿児島県 令和５年度北方領土返還要求
鹿児島県民集会

R6.2.7 100名 ホテル・レクストン鹿児
島（鹿児島市）

名越　健郎（拓殖大学海外事情
研究所教授）

37 沖縄県 第42回北方領土返還要求沖縄
県民大会

R6.2.3 60名 那覇青年会議所（那覇
市） ―

（※）カッコ内の数字はウェブでの参加者数（外数）

○県民会議による研修会・講演会の実施状況

No. 都府県名 事　業　名 開催月日 参加者数 開催場所 派遣講師

1 宮城県

令和５年度北方領土返還要求
県民フォーラム及び宮城県民
会議総会

R5.6.16 78名 ホテルメトロポリタン仙
台（仙台市）

山内　聡彦（元NHK解説委員）

2 福島県 福島県民会議総会
R5.6.13 22名 杉妻会館（福島市） 山内　聡彦（元NHK解説委員）

3 埼玉県
北方領土返還要求運動埼玉県
民会議第１回役員会・総会

R5.7.14 27名 埼玉カンファレンスセン
ター ロイヤルパインズ
ホテル浦和（さいたま
市）

兵頭 慎治（防衛省防衛研究所
研究幹事）

4 千葉県 千葉県民会議総会
R5.7.31 23名 千葉商工会議所（千葉

市）
湯浅　剛（上智大学ロシア語学
科長）

5 神奈川県
神奈川県民大会の元島民体験
朗読劇出演俳優への事前研修

R5.9.1 ７名 オンライン 得能　宏（元島民色丹島出身）

6 山梨県
北方領土返還要求運動山梨県
民会議総会

R5.5.31 21名 ベルクラシック甲府（甲
府市）

山田　吉彦（東海大学海洋学部
教授）

7 滋賀県
滋賀県民会議総会、研修会 R6.6.19 43名 アヤハレークサイドホテ

ル（大津市）
山内　聡彦（元NHK解説委員）

8 京都府
北方領土問題を考える会 R6.1.30 25名 舞鶴市立白糸中学校（舞

鶴市）
鈴木　咲子（元島民択捉島出
身）

9 大阪府
令和５年度北方領土返還運動
推進大阪府民会議定期総会

R6.6.21 43名 ホテルプリムローズ大阪
（大阪市）

倉賀野 弘行（元島民２世）

【資料２】2 / 3
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県民会議による県民大会、研修会・講演会等

10 和歌山県

令和５年度北方領土返還要求
運動和歌山県民会議第43回総
会・研修会

R5.5.26 58名 和歌山県立図書館メディ
ア・アート・ホール(和

歌山市)

石川　一洋（北方領土問題有識
者）

11 鳥取県

令和５年度北方領土返還要求
運動鳥取県民会議 総会及び研
修会

R5.6.17 23名 鳥取県立鳥取県民文化会
館（鳥取市）

湯浅　剛（上智大学ロシア語学
科長）

12 愛媛県
北方領土返還要求愛媛県民会
議定期総会

R5.8.28 60名 ANAクラウンプラザホ
テル松山（松山市）

兵頭 慎治（防衛省防衛研究所
研究幹事）

R5.12.17 87名 アマホームPLAZA（奄
美市）

倉賀野 弘行（元島民２世）

R5.12.18 300名 奄美市立金久中学校（奄
美市） ―

鹿児島県13
令和５年度北方領土返還要求
学習会

【資料２】3 / 3
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県民会議によるキャラバン・署名活動等の実施状況

No. 都府県名 事　業　名 開催月日 開催場所

1 北海道 令和５年度北方領土の日啓発事業 R6.2.4～11 さっぽろ大通西6丁目署名コーナー

ラジオCM事業
R5.8.1～18

R6.2.1～15
RAB青森放送ラジオ

バス広告事業
R5.8.1～30

R6.2.1～29

青森市営バス、弘南バス
八戸市営バス、十和田観光電鉄、下
北交通

鉄道車内広告事業
R5.8.1～31

R6.2.1～28
青い森鉄道

令和５年度「北方領土返還運動全国強
調月間（８月）」における広報（8/1

～31）
R5.8.1～31 県内全域

令和５年度「北方領土返還運動全国強
調月間（２月）」における広報（2/1

～2/29）
R6.2.1～29 県内全域

3 福島県 ラジオスポット広報事業（2/6～7） R6.2.6～7 県内全域

4 茨城県
令和５年度北方領土街頭啓発活動
（8/2）

R5.8.2 JR水戸駅

割り箸広告による県内大学生向け広報
事業（２月の北方領土返還運動全国強
調月間に係る事業）

R6.1.17～2.29 県内大学

新聞広告（2月の北方領土返還運動全

国強調月間に係る事業）（2/1）
R6.2.1 読売新聞朝刊紙面上（2段1/3）

6 神奈川県
令和５年度「北方領土の日」及び全国
強調月間（２月）にかかる啓発広報事
業

R5.2.1～7 JR横浜駅Newdays4か所

7 山梨県
令和５年度県民の日北方領土返還要求
運動啓発活動

R5.11.19 甲府市小瀬スポーツ公園

北方領土返還要求県内市町キャラバン
（8/21）

R5.8.21
石川県内（能登コース、加賀コー
ス）

北方領土返還要求街頭署名（8/21） R5.8.21
金沢地区（香林坊大和・アトリオ
前）　加賀地区（アル・プラザ加
賀）

9 福井県 バス前方幕掲出
R5.8.1～31

R6.2.1～29
福井市内路線バス

ニュースビジョン事業（2/1～29） R6.2.1～29 JR岐阜駅前大型ビジョン

バスチャンネル事業（2/1～29） R6.2.1～29
岐阜市内走行バス車内液晶ディスプ
レイ

11 静岡県
令和５年度「北方領土の日」記念下田
の集い事業

R6.1.17

R6.2.7
静岡県下田市

12 滋賀県
北方領土返還要求街頭啓発事業・啓発
広告掲出（R5.8、R6.2）

R5.8.1～31

R6.2.1～29
JR草津駅東口

13 大阪府
令和５年度北方領土返還運動街頭啓発
事業（9/12）

R5.9.12 南海堺東駅前付近

14 兵庫県
街頭モニターによる啓発事業（R6.2.7

～13）
R6.2.7～13 神戸市内

15 和歌山県 街頭啓発事業（令和6年2月1日） R6.2.1 県内主要鉄道駅等12か所

16 広島県
「北方領土の日」関連啓発事業（２
月）

R6.2.1～29 広島県内

17 高知県
北方領土集中啓発事業実施における啓
発用看板の設置（8/1～31、2/1～29）

R5.8.11～31

R6.2.1～29

高知市本町４丁目　高知電気ビル西
隣緑地帯

18 福岡県 令和５年度街頭啓発活動 R6.1.17～2.7 福岡市、北九州市、久留米市

10 岐阜県

8 石川県

2

青森県

青森県

5 千葉県
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県民会議によるキャラバン・署名活動等の実施状況

No. 都府県名 事　業　名 開催月日 開催場所

令和５年度北方領土返還要求佐賀県民
運動「北方領土返還要求キャンペー
ン」（1/14～2/29）

R6.1.14～2.29 佐賀県内一円、佐賀県庁

令和５年度 北方領土返還要求佐賀県民
運動「北方領土返還要求佐賀県内キャ
ラバン」（2/3～4）

R6.2.3～4 佐賀県内一円（2コース）

令和５年度北方領土返還要求運動県内
キャラバン隊（7/31～8/1）

R5.7.31～8.1 県北　9市町村

令和５年度北方領土返還要求宮崎県民
会議街頭啓発活動（2/3）

R6.2.3
都城市ウェルネス交流プラザ及び都
城市立図書館付近

令和５年度北方領土返還要求街頭活動
（2/7）

R6.2.7 市内一円、鹿児島中央駅前広場

令和５年度北方領土返還要求奄美キャ
ラバン（2/7）

R6.2.7 奄美市他

北方領土問題啓発事業（8/1～2/7） R5.8.1～R6.2.7 鹿児島中央駅（鹿児島市中央町）

21 鹿児島県

19 佐賀県

20 宮崎県

【資料３】2 / 2 
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県民会議による啓発懸垂幕の掲出等の実施状況

No. 都道府県 実施月日 実施場所 媒　体

1 宮城県 R6.2.1～29 県議会庁舎（西側壁面） 横断幕

2 秋田県
R5.8.1～31

R6.2.1～29
県庁正面玄関上 懸垂幕

R5.8.1～31 県内6ヶ所（8月）

R6.2.1～29 県内6ヶ所（2月）

4 千葉県 R5.8.1～31
柏市役所本庁舎、JR津田沼駅、JR松戸駅、JR船橋駅、千
葉県庁中庁舎（２箇所）、新浦安駅

懸垂幕、横断幕

R5.8.1～31 かながわ県民センター

かながわ県民センター

JR横浜駅内（コンビニ４か所） 電光掲示板

R5.8.7～31 魚沼市役所構内懸垂幕塔、新潟県庁構内警察庁舎 懸垂幕

R6.2.1～29 魚沼市役所構内懸垂幕塔、新潟県庁舎構内 懸垂幕、横断幕

7 山梨県
R5.8.1～31

R6.2.1～29
甲府駅ビルセレオ 懸垂幕

8 長野県 R6.2.1～29 上田合同庁舎、松本合同庁舎、北信合同調査 懸垂幕

9 富山県
R5.8.1～31

R6.2.1～29
富山駅前マリエとやまビル、黒部市庁舎、入善町庁舎 懸垂幕

10 石川県
R5.8.1～31

R6.2.1～29
県庁前時計塔 懸垂幕

R5.8.1～31 黒川ビル 懸垂幕

R6.2.1～29 黒川ビル 懸垂幕

岐阜市内路線バス車内 車内ディスプレイ

JR岐阜駅前 大型ディスプレイ

13 愛知県
R5.8.15～29

R6.2.1～15
愛知県庁本庁舎正面玄関 看板

14 滋賀県
R5.8.1～31

R6.2.1～29
JR草津駅 電光掲示板

R5.7.30～

8.31
大阪府庁、大阪市庁舎、堺市本庁

R6.2.1～3.31 大阪府庁別館･大阪市庁舎・堺市本庁舎前

16 奈良県
R5.8.1～31

R6.2.1～29
奈良市、大和高田市、橿原市、大和郡山市、吉野郡大淀
町、桜井市

横断幕

R5.8.22～31 鳥取県庁議会棟等 横断幕

R6.1.26～

2.16

県庁議会棟、倉吉市役所、米子市淀江支所、境港市役
所、鳥取市役所庁舎

横断幕、懸垂幕

R5.8.1～31 備前県民局（岡山市）等

R6.2.1～29 岡山県庁他５箇所

R5.8.1～31 松山市大街道商店街、銀天街商店街 横断幕、電光掲示板

R6.2.1～29 大街道商店街、銀天街商店街 横断幕、電光掲示板

20 長崎県
R5.8.1～31

R6.2.1～29
県庁舎駐車場棟屋上 横断幕

21 熊本県 R6.1.8～2.7 熊本県庁正門入り口付近 横断看板

22 鹿児島県
R5.8.1～31

R6.1.8～2.7
鹿児島中央駅 電光掲示板

23 沖縄県
R5.8.1～31

R6.2.1～29
沖縄県旭町会館東外壁面 懸垂幕

18 岡山県 懸垂幕

19 愛媛県

懸垂幕

17 鳥取県

5 神奈川県
懸垂幕

R6.2.1～29

6 新潟県

12 岐阜県 R6.2.1～29

15 大阪府

懸垂幕3 茨城県

11 福井県

【資料４】
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県民会議によるパネル展の実施状況

No. 都府県名 事　業　名 開催月日 開催場所

1 青森県 「北方領土の日」記念パネル展 R6.2.7～9 県庁北棟１階

2 岩手県 北方領土パネル展 R6.1.22～2.1
アバッセたかたパブ
リックスペース、陸前
高田市民文化会館

3 山形県 北方領土パネル展 R6.1.22～2.22 県庁・県総合支庁

4 福島県 北方領土パネル展
①R6.2.5～6

②R6.2.7～9
①コラッセ福島
②県庁

5 茨城県
令和５年度中学校「北方領土パネル巡
回展」

R5.6.19～12.22 県内99中学校

6 群馬県 北方領土パネル展 R6.2.14～27 県庁

7 千葉県 北方領土パネル展

①R6.2.5～9

②R6.2.14～20

③R6.3.8～15

①千葉市生涯学習セン
ター
②県庁
③千葉県立現代産業科
学館

8 新潟県 北方領土パネル展
①R6.2.3～8

②R6.2.22～29

①フェニックス大手
イースト
②県庁

9 山梨県 令和５年度北方領土パネル展 R5.10.1～R6.3.31 中学校10校

10 石川県 北方領土返還要求パネル展
R5.8.1～15

R6.2.1～15
県庁19階

11 福井県 北方領土啓発パネル展 R6.2.1～29

福井県国際交流会館、
ラブリーパートナーエ
ルパ、若狭図書学習セ
ンター、パリオCiTY

12 岐阜県 北方領土パネル展
①R5.12.19～27

②R6.1.27～2.18
①可児市役所
②岐阜県図書館

13 三重県 北方領土パネル展 R6.2.5～9 県庁

R5.7.30～8.31 府庁等府内8か所

R6.2.1～3.31 府庁等府内9か所

15 奈良県 北方領土パネル展
①R6.2.13～16

②R6.2.20～26

①県庁
②奈良県コンベンショ
ンセンター

16 和歌山県
北方領土パネル展（市町村巡回キャン
ペーン・パネル展）

R5.8.2～9.22 県内9か所

鳥取県内市町村北方領土問題啓発パネ
ル展事業

R5.7.25～12.18
鳥取市役所等県内19か
所

啓発パネル展・街頭署名事業 R5.10.21～22
米子コンベンションセ
ンター周辺

18 岡山県 北方領土パネル展 R6.2.1～14 岡山県立図書館

19 広島県 北方領土ミニパネル展 R6.2.7～7.20
広島県庁南館１階ふれ
あいコーナー（県民
ギャラリー）

20 山口県 北方領土パネル展 R6.2.1～28 防長青年館

14 大阪府
都道府県民会議統一行動事業（懸垂幕
掲出及びパネル展）

17 鳥取県
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県民会議によるパネル展の実施状況

No. 都府県名 事　業　名 開催月日 開催場所

21 香川県 北方領土返還促進啓発パネル展
①R6.2.24

②R6.2.26～29

①香川県社会福祉総合
センター
②県庁ギャラリー

22 愛媛県 署名収集活動及びパネル展 R5.11.13～17 フジグラン松山

23 高知県
①よさこい演舞場における北方領土パ
ネル展・啓発事業
②北方領土パネル展inふるさとまつり

①R5.8.10～11

②R5.11.17～19

①よさこい菜園演舞場
②高知市鏡川河畔みど
りの広場

24 佐賀県 街頭キャンペーン（パネル展） R6.2.5～9 県庁内県民ホール

25 長崎県
令和５年度「北方領土返還運動巡回パ
ネル展」

R5.10.18～12.13 県立大学等県内7か所

26 熊本県

①“北方領土を知ろう”「北方領土パネ
ル展㏌熊本県庁」
②“北方領土を知ろう”「北方領土パネ
ル展㏌サンロード新市街」

①R6.2.1～7

②R6.2.3～4
①県庁
②アーケード街道路

27 宮崎県 パネル展 R6.2.5～11 県庁

28 鹿児島県 北方領土パネル展 R5.4.1～R6.3.31 県内4市1町
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体
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組
織
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1
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催
月
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2
0
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木
）

開
催
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等
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催
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望
郷
の
岬
公
園
（
北
海
道
根
室
市
）

参
加
者
：
2
2
0
名

内
容

：
元
島
民
の
講
話
、
学
生
代
表
に
よ
る
ス
ピ
ー
チ
　
　
等

○
北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
連
絡
協
議
会
代
表
者
会
議
（
北
連
協
幹
事
会
）

N
o
.

開
催
月
日

開
催
場
所

1
令
和
５
年
６
月
1
9
日
（
月
）

連
合
会
館

2
令
和
５
年
７
月
2
0
日
（
木
）

連
合
会
館

3
令
和
５
年
９
月
2
9
日
（
金
）

連
合
会
館

4
令
和
５
年
1
1
月
１
日
（
水
）

連
合
会
館

第
5
4
次
北
方
領
土
返
還
要
求
現
地
視

察
大
会

日
本
青
年
会
議
所

北
連
協
記
念
特
別
勉
強
会

北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
連
絡
協
議
会

（
北
連
協
）

機
関
紙
「
全
国
女
性
会
」
へ
の
啓
発
広
告
掲
載
（
2
0
2
3
年
7
月
号
、
2
0
2
4
年
1
月
号
）

機
関
紙
「
日
本
青
年
団
新
聞
」
へ
の
啓
発
広
告
掲
載
（
2
0
2
3
年
8
月
号
、
2
0
2
4
年
2
月
号
）

第
5
4
回
北
方
領
土
復
帰
促
進
婦
人
・

青
年
交
流
集
会

日
本
青
年
団
協
議
会
及
び
全
国
地
域
婦

人
団
体
連
絡
協
議
会

・
令
和
５
年
度
活
動
等
に
関
し
て

・
令
和
５
年
度
北
連
協
総
会
に
向
け
て

〔
幹
事
会
〕

・
令
和
５
年
度
北
連
協
総
会
に
関
し
て

〔
総
会
〕

・
令
和
４
年
度
活
動
報
告

・
令
和
４
年
度
決
算
報
告

・
令
和
５
年
度
活
動
計
画
案

・
令
和
５
予
算
案

・
記
念
特
別
勉
強
会

・
北
連
協
の
現
状
と
今
後
の
在
り
方

・
令
和
６
年
北
方
領
土
返
還
要
求
全
国
大
会
の
開
催
に
関
し
て

・
実
行
委
員
会
立
ち
上
げ
に
向
け
関
係
機
関
と
の
協
議

協
議
内
容

・
北
連
協
の
現
状
と
今
後
の
在
り
方

【資料６】
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県
民
会
議
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
の
開
催
状
況

N
o
.
ブ
ロ
ッ
ク
名

（
主
管
）

事
業
名

開
催
月
日

開
催
場
所

参
加
者

会
議
内
容

1
北
海
道
・
東
北

（
山
形
県
）

令
和
５
年
度
北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ

ク
連
絡
協
議
会

R
5

.8
.2

ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ
ス
ル
（
山

形
県
山
形
市
）

内
閣
府
、
各
県
民
会
議
、

推
進
委
員
、
協
会
等

2
4
名
・ ・ ・

内
閣
府
及
び
協
会
か
ら
の
事
業
報
告

北
海
道
・
東
北
各
県
民
会
議
か
ら
の
重
点
事
業
等
の
説

明
意
見

意
見
交
換
　
　
等

2
関
東
・
甲
信
越

（
東
京
都
）

令
和
５
年
度
関
東
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク

北
方
領
土
問
題
関
係
者
会
議
（
第

4
1

回
関
東
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
北
方
領
土

関
係
者
会
議
、
第

3
6
回
関
東
甲
信
越

ブ
ロ
ッ
ク
北
方
領
土
返
還
要
求
運
動

都
・
県
民
会
議
連
絡
協
議
会
、
第

2
7

回
北
方
領
土
返
還
要
求
事
務
担
当
者

ブ
ロ
ッ
ク
会
議
）

R
5

.5
.1

9
新
宿
Ｎ
Ｓ
ビ
ル
（
東
京
都

新
宿
区
）

内
閣
府
、
各
県
民
会
議
、

推
進
委
員
、
協
会
等

3
5
名
・ ・ ・

内
閣
府
及
び
協
会
か
ら
の
事
業
報
告

令
和
５
年
度
関
東
甲
信
越
青
少
年
交
流
会
・
教
育
指
導

地
域
研
修
会

各
県
か
ら
の
協
議
事
項

3
東
海
・
北
陸

（
静
岡
県
）

第
4

3
回
東
海
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
北
方

領
土
関
係
者
会
議
、
令
和
５
年
度
東

海
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
北
方
領
土
返
還

要
求
運
動
推
進
県
民
会
議
連
絡
協
議

会
総
会

R
5

.7
.2

7
～

2
8
静
岡
県
立
朝
霧
野
外
活
動

セ
ン
タ
ー
（
静
岡
県
富
士

宮
市
）

内
閣
府
、
各
県
民
会
議
、

推
進
委
員
、
協
会
等

2
5
名
・ ・ ・ ・

内
閣
府
及
び
協
会
か
ら
の
活
動
報
告

各
県
の
活
動
及
び
今
後
の
活
動
進
め
方
報
告

平
成
４
年
度
事
業
報
告
、
令
和
５
年
度
事
業
計
画

施
設
見
学
　
　
等

4
近
畿

（
和
歌
山
県
）
令
和
５
年
度
北
方
領
土
返
還
要
求
事

務
担
当
者
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

R
5

.8
.2

橋
本
商
工
会
館
（
和
歌
山

県
橋
本
市
）

内
閣
府
、
各
県
民
会
議
、

推
進
委
員
、
協
会
等

1
6
名
・ ・
各
府
県
の
取
組
状
況

意
見
交
換
　
　
等

5
中
国
・
四
国

（
香
川
県
）

令
和
５
年
度
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク

北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
事
務

担
当
者
会
議

R
5

.1
1

.1
1

ホ
テ
ル
パ
ー
ル
ガ
ー
デ
ン

（
香
川
県
高
松
市
）

内
閣
府
、
各
県
民
会
議
、

推
進
委
員
、
協
会
等

2
1
名
・ ・ ・

内
閣
府
及
び
協
会
か
ら
の
活
動
報
告

学
識
者
に
よ
る
講
演

元
島
民
の
講
話
　
　
等

6
九
州
・
沖
縄

（
福
岡
県
）

令
和
５
年
度
北
方
領
土
返
還
要
求
九

州
・
沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

R
5

.7
.7

ホ
テ
ル

 ニ
ュ
ー
プ
ラ
ザ

久
留
米
（
福
岡
県
久
留
米

市
）

内
閣
府
、
各
県
民
会
議
、

推
進
委
員
、
協
会
等

3
8
名
・ ・ ・

内
閣
府
及
び
協
会
か
ら
の
活
動
報
告

各
県
民
会
議
か
ら
の
活
動
状
況
報
告

各
県
民
会
議
の
独
事
業
報
告
　
　
等

【資料７】
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令和５年度北方領土に関する全国スピーチコンテストの審査結果について 

北方対策担当大臣賞 
「未来への鍵 北方領土」 
伊東 莉央（いとう りお） 佐賀県  佐賀県立唐津東中学校３年 

内閣府北方対策本部審議官賞 
「地図上の「北方領土」」 

黒田 菜緒（くろだ なお）  滋賀県  滋賀県立守山中学校２年 

独立行政法人北方領土問題対策協会理事長賞 
「つながりの連鎖」 
楓 るり（かえで るり） 京都府 南丹市立殿田中学校２年 

審査委員特別賞 
「想いをつなぐ」 
原 向日葵（はら ひまわり）     島根県 雲南市立三刀屋中学校２年 

「北方領土元島民たちの願い」 

木村 瑞樹（きむら みずき）  滋賀県  草津市立草津中学校１年 

奨励賞 
「北方領土と私たち」 
大西 由佳理（おおにし ゆかり） 神奈川県 横浜市立金沢中学校３年 

「「故郷（ふるさと）」」 

三宅 蓮（みやけ れん） 福岡県 宮若市立宮若東中学校２年 

「自由に行き来（ゆきき）できる北方領土を目指して」 
谷戸 誉（たにと ほまれ）  島根県  雲南市立三刀屋中学校３年 

「故郷の景色を見るために」 
田中 周（たなか あまね）   京都府 京都市立下京中学校１年 

「「共存」という選択肢」 
髙山 心美（たかやま このみ）       福岡県  岡垣町立岡垣中学校１年 

【資料８】
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ブ
ロ
ッ
ク
青
少
年
育
成
事
業
の
実
施
状
況

N
o
.

ブ
ロ
ッ
ク
名

（
主
管
）

事
業
名

開
催
月
日

実
施
場
所

参
加
者
数

研
修
内
容

1
北
海
道
・
東
北

（
山
形
県
）

令
和
５
年
度

 北
方
領
土

青
少
年
交
流
の
つ
ど
い

R
5
.8

.2
～

3
ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ
ス
ル
（
山

形
県
山
形
市
）

2
7
名

・
元
島
民
の
講
話

・
北
方
領
土
関
連
映
像
の
視
聴

・
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

2
関
東
・
甲
信
越

（
山
梨
県
）

第
3

7
回
北
方
領
土
返
還
要

求
運
動
関
東
甲
信
越
青
少

年
交
流
会

R
5
.7

.2
9
～

3
0
シ
ャ
ト
レ
ー
ゼ
ホ
テ
ル
に

ら
さ
き
の
森

（
山
梨
県
韮
崎
市
）

7
0
名

・
元
島
民
の
講
話

・
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

・
施
設
見
学
　
　
等

3
東
海
・
北
陸

（
静
岡
県
）

北
方
領
土
問
題
を
考
え
る

東
海
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
中

学
生
の
つ
ど
い

R
5
.7

.2
7
～

2
8
静
岡
県
立
朝
霧
野
外
活
動

セ
ン
タ
ー
（
静
岡
県
富
士

宮
市
）

6
0
名

・
元
島
民
の
講
話

・
グ
ル
ー
プ
討
論

・
施
設
見
学
　
　
等

4
近
畿

（
和
歌
山
県
）

第
3

7
回
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
少

年
少
女
北
方
領
土
研
修

R
5
.8

.2
～

3
橋
本
商
工
会
館
（
和
歌
山

県
橋
本
市
）

7
7
名

・
中
学
校
教
諭
に
よ
る
模
擬
授
業

・
根
室
高
校
生
に
よ
る
北
方
領
土
出
前
講
座
　
　
等

5
中
国
・
四
国

（
山
口
県
）

令
和
５
年
度
中
国
･四
国

ブ
ロ
ッ
ク
北
方
領
土
問
題

青
少
年
育
成
事
業

R
5
.8

.7
野
田
学
園
中
学
・
高
等
学

校
（
山
口
県
山
口
市
）

4
0
名

・
根
室
高
校
生
に
よ
る
北
方
領
土
出
前
講
座

・
啓
発

D
V

D
視
聴
　
　
等

6
九
州
・
沖
縄

（
沖
縄
県
）

令
和
５
年
度
北
方
領
土
返

還
要
求
九
州
･沖
縄
ブ

ロ
ッ
ク
北
方
領
土
問
題
地

域
青
少
年
研
修
会

R
5
.1

0
.1

4
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
ホ
テ
ル
沖

縄
（
沖
縄
県
那
覇
市
）

3
5
名

・
公
開
授
業

・
元
島
民
の
講
話
　
　
等

【資料９】
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ブ
ロ
ッ
ク
教
育
指
導
者
地
域
研
修
会
の
実
施
状
況

N
o
.

ブ
ロ
ッ
ク
名

（
主
管
）

事
業
名

開
催
月
日

実
施
場
所

参
加
者
数

研
修
内
容

1
関
東
・
甲
信
越

（
山
梨
県
）

令
和
５
年
度
関
東
甲
信
越

北
方
領
土
問
題
教
育
指
導

者
地
域
研
修
会

R
5
.7
.2
9
～
3
0

シ
ャ
ト
レ
ー
ゼ
ホ
テ
ル
に

ら
さ
き
の
森

（
山
梨
県
韮
崎
市
）

2
0
名
・ ・ ・

元
島
民
の
講
話

山
梨
県
か
ら
の
事
例
発
表

施
設
見
学
　
　
等

2
東
海
・
北
陸

（
静
岡
県
）

東
海
･北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
北

方
領
土
教
育
者
会
議

R
5
.7
.2
7
～
2
8

静
岡
県
立
朝
霧
野
外
活
動

セ
ン
タ
ー
（
静
岡
県
富
士

宮
市
）

2
0
名
・ ・ ・

内
閣
府
、
北
方
領
土
問
題
対
策
協
会
か
ら
の
活
動
報
告

各
県
の
取
組
報
告
及
び
学
校
に
お
け
る
実
践
報
告

施
設
見
学
　
　
等

3
近
畿

（
和
歌
山
県
）

第
2
9
回
北
方
領
土
問
題
教

育
指
導
者
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

研
修
会

R
5
.8
.2
～
3

橋
本
商
工
会
館
（
和
歌
山

県
橋
本
市
）

2
1
名
・ ・
各
府
県
の
取
組
報
告

模
擬
授
業
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
　
等

4
中
国
・
四
国

（
香
川
県
）

令
和
５
年
度
中
国
・
四
国

ブ
ロ
ッ
ク
北
方
領
土
返
還

要
求
運
動
教
育
指
導
者
地

域
研
修
会

R
5
.1
1
.1
1

ホ
テ
ル
パ
ー
ル
ガ
ー
デ
ン

（
香
川
県
高
松
市
）

2
3
名
・ ・ ・

学
識
者
に
よ
る
講
演

元
島
民
の
講
話

グ
ル
ー
プ
討
議
　
　
等

5
九
州
・
沖
縄

（
沖
縄
県
）

令
和
５
年
度
九
州
・
沖
縄

ブ
ロ
ッ
ク
北
方
領
土
問
題

教
育
指
導
者
地
域
研
修
会

R
5
.1
0
.1
5

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
ホ
テ
ル
沖

縄
（
沖
縄
県
那
覇
市
）

3
5
名
・ ・
各
県
教
育
者
会
議
か
ら
の
活
動
報
告

内
閣
府
、
北
方
領
土
問
題
対
策
協
会
か
ら
の
事
業
報
告

等

【資料10】
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北方領土問題教育者会議支援関連事業実績

１．北方領土作文コンクール

No. 主催 事業名 備考

1 北海道北方領土教育
者会議

2023年度北方領土中学生作文コン
テスト

＜応募総数＞ 259点

2 神奈川県北方領土問
題教育者会議

北方領土作文コンクール ＜応募総数＞ 241点

3 富山県「北方領土問
題」教育者会議

第17回「私たちと北方領土」
作文コンクール

＜応募総数＞ 591点

4 滋賀県教育者会議
（滋賀県中学校教育
研究会社会科部会）

第37回 「私たちと北方領土」
作文コンクール

＜応募総数＞ 559点

5 京都府北方領土教育
者会議

第18回「私たちと北方領土」
作文コンクール

＜応募総数＞ 1,040点

6 令和５年度「北方領土と私たち」
作文コンクール

＜応募総数＞ 352点

令和５年度「北方領土と私たち」
ポスターコンクール

＜応募総数＞ 19点

7 島根県竹島・北方領
土問題教育者会議

第14回「竹島･北方領土問題を考え
る」中学生作文コンクール

＜応募総数＞ 879点

8 第15回『北方領土を考えよう』
福岡県中学生作文コンクール

＜応募総数＞ 751点

第１回『北方領土を考えよう』
福岡県中学生ポスターコンクール

＜応募総数＞ 45点

9 ＜応募総数＞

　作文コンクールの部 306点
　標語・キャッチコピーの部 508点

10 北方領土返還要求宮
崎県民会議

令和５年度 第４回 宮崎県中学生
北方領土に関する作文コンクール

＜応募総数＞ 30点

11 沖縄県北方領土問題
研究教育者会議
（共催：北方領土返
還要求沖縄県連絡協
議会）

第７回「北方領土と沖縄」作文コ
ンクール

＜応募総数＞ 291点

２．北方領土授業の実践

No. 主催 実施校 備考

1 北海道北方領土教育
者会議
根室管内北方領土教

中標津町立計根別学園 ＜参加者数＞ 67名

黒部市立清明中学校 ＜参加者数＞ 499名

黒部市立明峰中学校 ＜参加者数＞ 569名

3 京都市立京都御池中学校 ＜参加者数＞ 652名

舞鶴市立白糸中学校 ＜参加者数＞ 475名

4 和歌山県北方領土問
題教育者会議

田辺市立新庄中学校 ＜参加者数＞ 32名

5 鳥取県北方領土問題
教育者会議

琴浦町立赤碕中学校 ＜参加者数＞ 11名

6 宮崎県北方領土問題
教育関係者会議
（共催：北方領土返
還要求宮崎県民会
議）

川南町立国光原中学校 ＜参加者数＞ 130名

３．北方領土学習会の開催

No. 主催 事業名 備考

1 ＜実施校及び参加者数＞

　小学校 5校 179名
　中学校 11校 781名

　高等学校 5校 230名

2 富山県「北方領土問
題」教育者会議

佐賀県北方領土教育
研究会

令和５年度 佐賀県中学生
北方領土に関するコンクール

京都府北方領土教育
者会議

 福岡県北方領土問

題

 教育者会議

奈良県北方領土問題
教育者会議（共催：
北方領土返還要求運
動奈良県民会議）

北海道北方領土教育
者会議

『ジョバンニの島』上映北方領土
学習会
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北方領土問題教育者会議支援関連事業実績

４．北方領土パネル展の開催

No. 主催 事業名 備考

1 ＜実施校＞

　県内中学校 99校

2 ＜実施校数＞

　県内中学校 2校

3 ＜実施校数＞

　県内中学校 10校

4 ＜実施校数＞

　県内中学校 2校

5 ＜実施校数＞

　県内中学校 6校

５．北方領土教育用教材・資料作成

No. 主催 事業名 備考

1 宮城県北方領土問題
教育者会議

北方領土啓発しおりの作成

富山県「北方領土問
題」教育者会議

中学校巡回パネル展

山梨県北方領土問題
教育者会議
（共催：北方領土返
還要求運動山梨県民
会議）

北方領土パネル展

長野県北方領土問題
教育者会議

中学校巡回パネル展

茨城県北方領土問題
教育者会議
（共催：北方領土の
返還を求める茨城県
民協議会）

令和５年度 中学校「北方領土パネ
ル巡回展」

北方領土を考える群
馬県教育者会議

北方領土パネル展
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返還へ　押しと粘りの　二刀流

柴 田 紀 子 （ 愛 知 県 長 久 手 市 ）

四島を見て　笑顔になる日　願っている

浜 谷 愛 花 （ 北 海 道 帯 広 市 ）

一に知り　二に声を挙げ　三に返還

坂 本 愛 奈 （ 栃 木 県 宇 都 宮 市 ）

僕達の　大切な土地　かえしてよ

梶 谷 音 於 （ 岡 山 県 岡 山 市 ）

佳 作

返還へ　皆の思いで　変える今

松 元 柚 愛 （ 愛 知 県 清 須 市 ）

外交の　背中を後押し　民の声

幸 田 哲 （ 福 岡 県 柳 川 市 ）

終止符を　打とう今こそ　返還を

夏 山 詳 治 （ 滋 賀 県 東 近 江 市 ）

届けよう　島への思い　我らの声で

中 鉢 陽 斗 （ 山 形 県 新 庄 市 ）

優 秀 賞

国民で　一致団結　四島返還

新 井 莉 乃 （ 群 馬 県 安 中 市 ）

令和５年度北方領土に関する標語・キャッチコピー入選作品について

最 優 秀 賞

四島想い　心に点す　返還の火

小 川 昭 二 （ 東 京 都 大 田 区 ）

し ま

し ま

し ま
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年　度 標　語

令和５年度 四島（しま）想い　心に点す　返還の火

令和４年度 四島（しま）還せ！　声出し合って　動く今

令和３年度 手を繋ぎ　返還願う　大きな輪

令和２年度 絶やすまい　返還つなぐ　強い声

令和元年度 返還へ　未来志向の　対話と交流

平成30年度 返還へ　世代を越えて　つなぐ声

平成29年度 声届け　開けよう扉　四島（しま）返還

平成28年度 四島（しま）の未来　心かよわせ　返還へ

平成27年度 重ねる対話　つなげる熱意で　四島（しま）返還

平成26年度 四島（しま）返還　ひとりの力が　大きな力に

平成25年度 考えよう　みんなで解決　北方領土

平成24年度 「知る事」が　四島（しま）返還の　第一歩

平成23年度 “いつか”を“今”に。日本の国土、北方領土

平成22年度 国民の　声と熱意で　四島（しま）返還

平成21年度 四島（しま）返還　日ロの明日を　ひらく鍵

平成20年度 四島（しま）返還　あなたの声こそ　力です

平成19年度 択捉と国後・色丹・歯舞は　日本の領土（とち）です　誇りです

平成18年度 四島（しま）還れ！　日本の声です　叫びです

平成17年度 世代越え　心に願うは　四島（しま）返還

平成16年度 取り戻せ　歴史も語る　北の四島（しま）

平成15年度 粘り抜く　熱意と対話で　四島（しま）返還

平成14年度 語り継ごう　たゆまぬ努力で　四島（しま）返還

平成13年度 断固たる　決意と熱意で　四島（しま）返還

平成12年度 新世紀　日ロの英知で　四島（しま）返還

平成11年度 新世紀　ひらく鍵です　四島（しま）返還

平成10 年度 四島（しま）返還　平和な未来へ　橋渡し

平成９年度 四島（しま）還り　広がる交流　深まる友好

平成８年度 世論の輪　広げてつなげて　四島返還

平成７年度 たゆみなき　決意の世論で　四島返還

北方領土に関する最優秀入選標語一覧

【資料14】1 / 2

【資料14】

20



年　度 標　語

北方領土に関する最優秀入選標語一覧

平成６年度 半世紀　新たな決意で　四島（しま）還れ

平成５年度 信頼と　平和を築く　四島返還

平成４年度 友好の　未来を築く　四島（しま）返還

平成３年度 友好の　確かな証（あかし）　四島（しま）返還

平成２年度 友好の　扉を開く　四島復帰

平成元年度 四島還り　日ソ友好　新時代

昭和63年度 島四つ　一緒に還る　平和の日

昭和62年度 考えよう　知ろう語ろう　北方領土

昭和61年度 返るまで　消すな領土に　世論の灯

昭和60年度 我が家から　ひろげる対話　北方領土

昭和59年度 北の四島　語り継ぎます　返るまで

昭和58年度 お茶の間の　会話の中にも　四島（しま）返れ

昭和57年度 北方領土　根強い外交　支える世論

昭和56年度 北方の　領土にともせ　日本の灯

昭和55年度 高めよう　“四島を返せ”の　大合唱

昭和54年度 ねばり抜く　熱意で戻せ　北方領土

昭和53年度 きみ・ぼくの　叫びが返す　北方領土

昭和52年度 父祖が拓いた北方領土　かえれかえせ島と海

昭和51年度 火と燃える　世論が還す　北方領土

昭和50年度 意気、根気、熱意で戻そう　北方領土

昭和49年度 一億の　叫びたかめよ　北方領土

昭和48 年度 友好の　握手で戻せ　北方領土

昭和47年度 北方領土　復帰へもやせ　世論の火

昭和46年度 きみ・ぼくの　熱意でもどそう　北方領土

昭和45年度 北方の　領土還る日　平和の日

昭和44年度 北方領土　復帰へ示せ　意気と熱意
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ダイレクトメールによる周知実績並びに融資説明会及び相談会の開催

○ダイレクトメールによる周知実績

実施時期 発送対象者 発送件数

R5.06.19 借入資格者 4,504件

R5.07.03 協会住宅資金利用者 228件

R5.07.27 借入資格者（根室管内） 1,569件

R5.08.04 生前承継対象者 2,730件

R5.10.03 新法死後承継対象者 200件

R5.11.15 高校生がいる世帯 53件

R5.11.17 死後承継対象者 1,500件

R6.01.04 借入資格者 4,424件

R6.02.07
借入資格者
（能登半島地震対象地域）

478件

R6.02.14 新法死後承継対象者 218件

○融資説明及び相談会の実施内容

開催時期 開催場所

R5.04.08 羅臼支部（羅臼町）

R5.04.14 中標津支部（中標津町）

R5.04.15 十勝支部（帯広市）

R5.04.16 根室支部（根室市）

R5.04.22 道央支部（札幌市）

R5.04.23 オホーツク支部（北見市）

R5.05.13 道北支部（旭川市）

R5.05.13 別海町支部（別海町）

R5.05.13 釧路支部（釧路市）

R5.06.10 富山支部（黒部市）

R5.08.20～22 根室連絡所 融資相談会（根室市）

R6.01.21～23 根室連絡所 融資相談会（根室市）

進学資金等の生活資金

死後承継、融資制度

承継制度、融資制度

能登半島地震
「電話相談窓口設置」

死後承継手続期限

死後承継手続期限

告知・周知内容

融資メニュー変更告知
（無保証人・住宅資金）

リフォーム等の生活資金

承継制度、融資制度

生前承継、融資制度
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金融再生法開示債権比率の推移及び各区分の定義

○金融再生法開示債権比率の推移
（単位：円）

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

破産更生債権及び
これらに準ずる債権

(A) 57,139,481 41,109,359 37,818,832 35,409,785 21,098,232

危険債権 (B) 16,405,433 17,397,408 17,355,755 20,191,923 16,404,388

要管理債権 (C) 0 0 0 0 0

　うち三月以上延滞債権 0 0 0 0 0

　うち貸出条件緩和債権 0 0 0 0 0

(A)+(B)+(C)= (D) 73,544,914 58,506,767 55,174,587 55,601,708 37,502,620

正常債権 (E) 3,514,841,227 3,192,212,869 2,831,754,372 2,674,240,416 2,474,826,176

　うち貸付金残高 3,510,977,830 3,188,749,237 2,828,748,867 2,671,570,106 2,472,356,616

　うち貸付金未収利息 3,863,397 3,463,632 3,005,505 2,670,310 2,469,560

債権合計     　(D)+(E)= (F) 3,588,386,141 3,250,719,636 2,886,928,959 2,729,842,124 2,512,328,796

2.05% 1.80% 1.91% 2.04% 1.49%

○各区分の定義

破産更生債権及び
これらに準ずる債権

危険債権

要管理債権

正常債権 債務者の財政状態及び経営成績に特に問題がないものとして、上記以外に区分される債権

金融再生法開示債権
合計額

比　率         (D)/(F)

破産、会社更生、再生手続等の事由により経営破綻に陥っている債務者に対する債権及びこ
れらに準ずる債権

債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態及び経営成績が悪化し、契約に従っ
た債権の元本の回収及び利息の受取りができない可能性の高い債権

三月以上延滞債権及び貸出条件緩和債権（※いずれも、上記を除く。）
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令和５年度融資状況

（単位：百万円）百万未満四捨五入

資金名 貸付計画 貸付決定 差額 貸付金残高

漁業資金 735 175 △ 560 311

農林資金 15 0 △ 15 0

商工資金 73 0 △ 73 197

法人資金（※） － － － －

計 823 175 △ 648 508

生活資金 107 4 △ 103 15

修学資金 92 47 △ 45 649

住宅資金 378 38 △ 340 1,338

計 577 89 △ 488 2,002

合　計 1,400 264 △ 1,136 2,510

（※）平成20年度以降、取扱いを停止している。

（注）四捨五入の関係から、合計等は必ずしも一致しない。

事
業
資
金

生
活
資
金
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1
1

5
5
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0

0
0

0
0

0
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5
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1
6
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宅

(
改
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0
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0
0
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1
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0
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0
0

1
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0

0
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(
改
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0

1
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1
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0
0

4
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4
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3
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1
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4
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･
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委
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住
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(
新
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)
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0
,0

0
0

4
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3
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0
0

0
0

0
0

1
2

1
4

3
,5

4
7

1
5
4

1
,0

9
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,4
8

8

2
7
8

5
7

6
,8

0
0

8
7

8
8

,6
7

4
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7

8
8

,6
7
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1
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7
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0

2
,1

2
6

2
,0

0
2

,0
6

5

-
-

-
-

-
-

-
0

0
0

0

4
3
1

1
,4

0
0

,0
0

0
1
4
1

2
6

3
,5

5
4

1
2
4

2
4

8
,0

5
4

1
7
8

4
6

5
,3

6
7

2
,2

6
3

2
,5

0
9
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(注
1
) 
旧
住
宅
改
良
資
金
及
び
旧
住
宅
新
築
資
金
は
平
成

2
3
年

4
月
に
住
宅
資
金
と
し
て
統
合
さ
れ
た
が
、
こ
の
表
中
は
分
け
て
記
載
し
て
い
る
。

(注
2
) 
回
収
欄
の
人
数
は
、
債
権
が
完
済
し
た
人
数
。

(注
3
) 
四
捨
五
入
の
関
係
か
ら
、
合
計
等
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
。

令
和
５
年
度
　
貸
付
計
画
・
実
行
・
回
収
・
残
高
内
訳
表

令
和
６
年
３
月

3
1
日
現
在

（
単
位
：
千
円
）

千
円
未
満
四
捨
五
入

　
　
項
　
目

令
和

５
年

度

貸
  

  
付

  
  
計

  
  
画

貸
付

決
定

貸
付

実
行

回
　
　
収

貸
付

残
高

4
6
3

 資
 金

 別
貸

付
限

度
額

事 業 資 金

転 貸 委 託 貸 直 貸 合 計 合
計

1
0
7

-
-

-
-

3

9
1

,8
0

0
7
8

4
6

,6
1

4
7
8

4
6

,6
1

4
1

,8
7

6
6

4
8

,5
4

6

合
計

法
人

資
金

総
計

生 活 資 金

直 貸

更
生

平
成

3
1
年

4
月
よ
り
廃
止

-
-

7
4

,8
4

2

1
1
6

修
学

1
6
5

【資料18】

25



※3 小数点第2位を四捨五入しているため、合計が100%にならない場合がある。

※2 旧住宅改良資金及び旧住宅新築資金は平成23年4月に住宅資金として統合されたが、この表中は分けて記載している。

資 金 別 貸 付 決 定 比 較 表

令和６年３月３１日現在

( 昭和３７年度　～  令和５年度 )　

※1 現在、市町村資金、更生資金は廃止、法人資金については取扱を停止している。

個人事業

資金

53.7%
生活資金

35.2%

法人資金

10.8%

市町村資金

0.3%

総 計

48,179,594 千円

漁業資金

75.6%

農林資金

0.7%

商工資金

6.6%

法人資金

16.6%

市町村資金

0.4%

事 業 資 金

31,203,270 千円

更生資金

4.7% 生活資金

3.7%

修学資金

12.9%

住宅資金

（改良）

25.8%

住宅資金

（新築）

53.0%

生 活 資 金

16,976,324 千円
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※1 事業資金には、市町村資金の貸付決定額139,600千円と法人資金の貸付決定額5,184,955千円が含まれている。

地 区 別 貸 付 決 定 比 較 表

令和６年３月３１日現在

( 昭和３７年度　～  令和５年度 )　

※2 小数点第2位を四捨五入しているため、合計が100%にならない場合がある。

根室市

42.7%

根室振興局管内

36.9%

その他道内市

町村

12.9%

富山県

5.4%

その他道外

市町村

2.1%

総 計

48,179,594 千円

根室市

46.8%

根室振興局

管内

46.8%

その他道内

市町村

4.9%

富山県

1.2%
その他道外

市町村

0.2%

事 業 資 金

31,203,270 千円

根室市

35.1%

根室振興局

管内

18.6%

その他道内

市町村

27.7%

富山県

13.1%

その他道外

市町村

5.6%

生 活 資 金

16,976,324 千円
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※小数点第2位を四捨五入したため、合計が100%にならない場合がある。

法 対 象 者 別 資 金 利 用 状 況 表

令和６年３月３１日現在

( 昭和３７年度　～  令和５年度 )　

旧漁業権者

20.1%

元居住者

56.2%

生前承継者

21.2%

死後承継者

1.4%
法人

1.0%

貸付人数

22,982 人

旧漁業権者

22.0%

元居住者

37.2%

生前承継者

28.5%

死後承継者

1.5%

法人

10.8%

貸付金額

48,179,594 千円
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令和５年度　資金調達状況

（１）短期借入金

借　入　先 借入金額（円） 借入利率（％）

北 洋 銀 行 20,000,000 R05.11.24 ～ R06.03.29 0.949

北 海 道 銀 行 10,000,000 R05.11.24 ～ R06.03.29 0.949

大地みらい信金 20,000,000 R05.11.24 ～ R06.03.29 0.949

道 信 漁 連 10,000,000 R05.11.24 ～ R06.03.29 0.949

北 洋 銀 行 30,000,000 R06.03.22 ～ R06.03.29 1.003

合　　計 90,000,000

（２）長期借入金

借　入　先 借入金額（円） 借入利率（％） 備　　考

道 信 漁 連 62,400,000 R05.05.25 ～ R12.05.25 0.502 有担保

大地みらい信金 58,100,000 R05.05.25 ～ R12.05.27 0.502 有担保

北 洋 銀 行 100,400,000 R05.06.26 ～ R12.06.25 0.502 有担保

大地みらい信金 5,100,000 R05.06.26 ～ R12.05.27 0.502 有担保

三 菱 UFJ 銀 行 25,100,000 R05.06.26 ～ R12.06.25 0.502 有担保

北 洋 銀 行 20,000,000 R06.03.29 ～ R12.12.25 1.600 無担保

道 信 漁 連 20,000,000 R06.03.29 ～ R12.11.25 1.600 無担保

大地みらい信金 40,000,000 R06.03.29 ～ R12.11.25 1.600 無担保

北 海 道 銀 行 10,000,000 R06.03.29 ～ R12.11.25 1.600 無担保

合　　計 341,100,000

（３）長期借入金の残高状況

借　入　先 期首残高（円） 期末残高（円）

北 洋 銀 行 773,900,000 677,500,000

大地みらい信金 594,500,000 531,500,000

道 信 漁 連 490,000,000 433,700,000

三菱ＵＦＪ銀行 154,400,000 136,700,000

北 海 道 銀 行 87,400,000 71,200,000

信 金 中 金 5,100,000 0

合　　計 2,105,300,000 1,850,600,000

借　入　期　間

借　入　期　間

当期借入（円） 当期返済（円）

120,400,000 216,800,000

103,200,000 166,200,000

82,400,000 138,700,000

25,100,000 42,800,000

10,000,000 26,200,000

0 5,100,000

341,100,000 595,800,000
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職員の研修参加状況

No. 受講年月日 研修等名 主催者 開催場所
参加
職員数

1 R5.4.1 新入職員研修 北方領土問題対策協会 北方領土問題対策協会会議室 2人

2 R5.7.3 新入職員研修 北方領土問題対策協会 北方領土問題対策協会会議室 1人

3 R5.7.31 令和5年度　情報公開・個人情報保
護・公文書管理制度の運用に関する研
修

総務省北海道管区行政評価局 オンライン 1人

3 R5.9.8 令和５年度CSIRT研修① 内閣情報セキュリティセンター オンライン 2人

4 R5.10.12 令和５年度CSIRT研修② 内閣情報セキュリティセンター オンライン 2人

5 R5.11.10 第35回えせ同和行為対策関係機関連
絡会

札幌法務局 札幌第一合同庁舎 1人

6 R5.11.29 令和5年度　評価・監査北海道セミ
ナー

総務省北海道管区行政評価局 札幌第一合同庁舎 1人

7 R5.12.21 2023年度CYDER集合演習Aコース 国立研究開発法人 情報通信研究
機構

ナショナルサイバートレーニング
センター

1人

8 R6.1.29 独立行政法人シンポジウム 総務省行政管理局 オンライン 4人

9 R6.1.30 令和５年度CSIRT研修③ 内閣情報セキュリティセンター オンライン 4人

10 R6.2.13～

29

コンプライアンス・ハラスメント研修 北方領土問題対策協会 オンライン 33人

11 R6.2.19～

3.8

法人文書管理研修 北方領土問題対策協会 オンライン 33人

12 R6.3.7 不当要求防止責任者研修 （公財）北海道暴力追放センター 北海道立道民活動センター（かで
る2・7）

1人

13 R6.3.15 情報セキュリティ研修 北方領土問題対策協会 オンライン 33人
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